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倉 橋 惣 ＿ の 教 え 子 、 草 野 （檜 山 ） 京

　　　　 一
墓碑 に 「育 て の 心」 の 文句 を刻ん だ保育者

一

ノJ丶 林 　　恵 子

OPIEIIIkZLtl
　輩對 （旧 姓 、 潜1」）策捻東京女子高等師範学校 の 卒業

生 で 倉橋惣三 の 教え 子 と して そ の 生 涯 を 幼 児 教 育 ひ とす

じに 生 きた保育者で あ る。ア メ リカ の 進歩主義教育 に 基

く万国幼稚園協会編 「幼稚園保育要目」 を 邦訳 し、番 町

幼稚園主任 、 文京区立 第
一

幼稚園長、国立音楽大学附属

幼稚園 主任お よ び 「幼稚園教諭養成 所 」 教師 を歴任 した 。

　私 は彼女が晩年 、 国立音楽大学 に 勤務された こ ろ親 し

く接 した が ぐ 豊 か な 教養 と進歩的 な考 え 方 に 学ぶ 点が 多

か っ た 。 また、 詩才 に富み 、 音楽 や絵画 、 書に秀で 草花

を 愛 して お ら れ た。倉 橋 惣三 の 墓碑 「育て の 心 」 の 文句

は 草野 が書い た もの で あ る 。 「こ い の ぼ り」 の 歌詞 は昭

和の 初め 応募 して 選ばれ 、文部省か ら五 円 貰 っ た と話 さ

れ た が 、
「こ い の ぼ り」 の 歌 詞 は 「童 謡 唱 歌 の ほ ん 」

　（自由現代 社、昭 和 35年 ） に近 藤宮子作詞 と明記 さ れ て

い る事 か ら、草野 の 足跡を あ らた め て 問い 直 し、

亠
人め

保育者の 歩ん だ 道 を少 しで も明 らか に した い と考 え た。

　 方 法 は草 野が 倉橋惣三 に つ い て話 され た テ ープ、草野

の 義弟、檜山義夫 との 対 談、お墓 の あ る草野家 の 明 治寺

を訪 ね雑類 の 方との 対談、番町 幼稚園 、 文京 区立第
一

幼

稚 園 の 百 周 卑 記 念誌 や 「幼児 の 教育」 誌 な ど の 文献 ほ か、

教え 子の 堀合文子 の お話を聞 くな どか ら調査をすす め た 。

　 ★ 草野 （槍山）京 （IB94− 1971） の 生涯

1． 育 う た　庭環境とそ の時代

草野 （檜 山） 京 の 略歴

1894 （明治 2T） 4．2 東京 の 芝 に 生 ま れ る （本 籍 は麹 町 ）

1914 （大 正 3） 3　 東京女子 高等師範学校附属高等女学

　　　　　　　　　校専攻科 （三 ヵ 年 ） 卒業

　 〃　　 〃 　　7　 同校保母実習科卒業

1915 （大正 4）　　 ベ ラ ・
ア ル ウ ィ ン の 自宅 で の 幼児教

　　　　　　　　　育研究会 に 岩村安子 と共 に 出席

　 〃　　 〃 　　 6．6 こ の 頃 、 霊 南坂教会 に 出席、受 洗

1916（大正 5）9　 日本橋高等女学校附属幼 稚 園 主任

1922 （　〃 11） L23　父 、檜 山疑三 郎死去

1923　（　　〃12）

1924　（　　〃 13）　6

1937 〔昭和 12）5

1939 （

1942 （

1944（

1949 （

1950 （

1952 （

1963 （

1971（

〃 14） 4

〃17） 8

” 19）11．22
〃 24） 8

〃25）6

〃 27） 4

〃 38） 3
”46）12．12

「幼稚園保育要 目」 を邦訳す る 。

番町尋常小学校附属幼 稚園 主 任

本郷区立 第
一幼 稚 園 園長

草 野 清 次 （江 原 丸船長 ） と 結婚

本郷区立第
一

幼稚園園長を依頼退 職

　 草野清次 、 台北の 基 隆沖合 で 戦死

図書 （絵本） プ レ イ メード編集顧問

国 立音 楽大学附 属幼稚園 主任

同大学幼稚園教諭養成所講師

同大学 退 職

　 没　 （78 歳）

　 草 野 の 略 歴 は次 の 表の と お りで あ るが、そ の 生涯 は 時

代 の 影響を受け幼少期か ら波乱 に み ち て い た 。 父 、 檜山

蟹三 郎 は 近 藤 真 琴 の 攻 玉 社 を卒業、板垣 退 助 （自由民権

．論を主張 ） の 重臣で 芝区会議 目、 東京市会議員 （第二 区

選 出、無 所 属 ） 、台湾総督府判官などを歴任、政界で 活

躍 し た 人 で あ る （「議会制度七十年史」 ） 。 当 時 の 政界

人 が 妾 を 持っ こ と は珍 し くな く、草野の 生母は 三味線の

師匠 で 彼女 が 生 れ る と正 妻に 子 がない 事か らす ぐ実母か

ら引き離され 、 正妻 に 育て られた 。 共 に育 っ た異母弟で

．十 五 歳下 の 檜山義夫 の 談 に よ る と、幼 い 頃 は こ う した 事

は何 も知 らず に育 っ た と い う 。 そ の 頃 、

・家は芝 の 福沢 諭

吉の 福沢塾 の 隣に あ り、 英国人が よ く父を訪問して い た

とい う。 進取的 で ハ イ カ ラで 洋風好 み の 父 は 当時 は珍 し

か った ミ シ ン を買 っ て 妻 に 縫 わ せ 子 ど も達 に 洋服を 着 せ

た り、脚 を 曲 げ な い で 座 る よ う枇と椅子の 生 活で 教育 し

、た と い う。 彼女 の 進歩的 な考 え 方や 語学力 は 幼 い 頃 の 家

庭環境 に よ る もの と 考え られ る 。

2　　 惣 三 との 1会 い

　東京女子高等師範学校 の 女学校を卒業 した草野は専攻

科 に すすみ 、 そ こ で 倉橋の 授業 「児 童 心 理学」 を 学 ん だ。

倉橋 との 出会い は 草野に と っ て 幼児 教育 と の 出会 い で あ

り、倉橋 へ の 傾倒か ら同校保母実習科 へ すす ん だ 。 卒業

写真 に 指導教官、倉橋惣 三、安井て つ が 写 さ れ て い る 。

草野 の 思 い 出 に よ る と 「倉橋先生 は 芸術家 で 広 い 趣 味 を

もって お られ、講 義 は い っ も脱 線 して 趣味 の 方 へ ひ き こ

ま れ た e とて も面 白くて 楽 しい 授業だ っ た 。 先生は子ど

もと一緒 に な っ て 遊ん で 子どもか ら学 べ 、身体 で 学べ と

言われた 。 当時は 関西 が 幼児教育が 盛 ん で 大阪方面 の 幼

稚園 に 連 れ て い っ て 頂 い た」 と い う。

3　 ア ル ウ ィ ンの 研究会 と霊
一

坂教会 へ の 昌席

　保母実習科時代の 親友、岩村安子 （旧 姓 は 小崎 、 牧師

岩村清四 郎夫人 ） と共 に ベ ラ ・ア ル ウ ィ ン （玉或保育専

門学校創立 者） の 自宅 で 開か れ た幼児教育研 究 会 に 出席

し、フ レーベ ル の 教育思 想や 恩 物 の 扱 い を学ん だ。まk
こ の 頃 、 岩村安子 に 誘われ 霊南坂教会へ 出席 し大 正 4 年

6月 に 受洗 して い る （霊南坂教会報告） 。 草野が こ の 時
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中 央 の 写 真 が 倉 橋 惣 三 、繭列 右 か ら三 人 目、草野 京

二 人 目 が 岩 村 安 f」 、後 列 右 か ら 三 人 目 が 安 井 て つ

　 （東 京 女 子 高 等 師 範 学 校 保 母 異 習 科 、大 正 3 年 ）

期 だ け だ っ た に せ よ キ リス ト教思 想 に 触 れ た事 は 恩師、

倉 橋 や安 井 の 思 想 的 影 響 を 受 け た もの と考 え る。

⊥＿堡頁者 と して 、一活 の 道を歩む

　 大 正 11年 に 父 を 亡 く し、翌 年 の 関東大 震 災 で 家 屋 敷 を

失 っ た檜山家 は経 済的な 破綻を きた し
一

家 は離 散を 余儀

な くさ れ た 。 彼女 は 十鷺 歳年下 の 義弟 （当時 は 中学
一

年 、

後 に 東京大学名誉教授、水産学者 と な る ） の 教育費 を 捻

出 し、義 弟 を 育 て 自活 の 道 を 歩 み 始 め る。大 正 13年 か ら

番町 幼 稚園 の 主 任、次 い で 本郷 区 立 第
一

幼 推 園 園 長 を歴

任 した が 草野 の 生涯 で 最 も生きが い の あ る 日 々 で あ っ た 。

5． 番町幼稚園時代 （大正 13 −一
昭和 12 ）

（1）　 【幼稚 園 保育要　 」 の 邦訳 （大正 12 ）

　 ア メ リ カ の 新教育の 原理 に 基 づ くカ リキ ュラ ム 、万国

幼 稚園協会編
図
Th巳 Kindergarten　 Curiculum

”
　 「幼稚

園保育要 目 1 （註 1 ） は 日本幼稚園協会訳 と して 大正 13

年教文書院か ら出版 され た。邦訳 は 草野 （檜山 ） で 、序

文 に 倉橋 は 广番町 幼稚園保姆檜山京子君 に 嘱 して 纂譯 し

た 」 と明記 して い る 。 最 初 は 「幼 児 の 教育 」 誌 23巻 （大

iE12年 L−9）に 連載 さ れた が 邦訳者の 名前は記 さ れ て い な

い 。こ の 1幼 稚園保 育要 目j が 邦訳 さ れた 事 は倉 橋 の

「系統的保 育案」 が 作 成 さ れ る上 で 特 に 大 き な意 義を 果

した もの で あ る、、

　（2） 小 林 宗 三の リ ト ミ ソ ク研 究会 に ｛席 して

　ダ ル ク m 一ズ が 創始 した リ トミ ッ クを 日本 で 初 め て 教

育界 に 導入 した小林宗作 は 成城幼稚 園 で リ ト ミ ッ ク を 教

え る と共 に研 究会を 開 き教 師 養 成 に 努め た 。 草野 は そ の

研 究 会の 最初 か らの 弟 子 で い ち 早 く番 町 幼 稚 園 に リ トミ

ッ ク を 導人 、 小林が自然や生活 の 中に あ る リズ ム を幼 児

に 体得 させ よ う と し た 事 に 賛同、番 町幼 稚 園 で も盛 ん に

園外保育 （苺 つ み 、 い もほ り等）を行 い 、園 児 が 土 い じ

りを 楽 しめ る よ う骨折 っ て い る 。

　（3） 夏の 幼稚 園 （昭和 5狂 7 月か ら）を発　 し実
！噛

　当時の 園長 、岡井二 良 は 「夏 の 日盛 りに 街路 で 遊 ん で

い る幼児を見て 何 とか して 衛生的な施設 で これ らの 児 達

を暑 い 季節中見 て や り た い と考 え て 発 案 さ れ た の が 檜山

さ ん で した 」 （番 町 幼稚園 「創立百周 年 記 念誌 」 ） とあ

る 。 多 くの 援助者 と保 姆 た ちの 奉仕で 幼 稚園 に 通 っ て い

な い 幼 児 を集 め お 話や 紙 芝 居 、映 画 の 会 、遠 足 な ど楽 し

い 保育を 行 っ た （7月21− 8月20） 。 こ れが 好評で 翌年

か らは 区 で と り あ げ 戦 争 の 初 め 頃 ま で 続 け られ た。

6．草野姓 と な っ て 、 国立音楽大学 に 動務

　義 弟 の 結 婚後 、草 野 は 沼 袋 の 百 観 音 明 治 寺 の 長 男 で 江

原丸 の 船長 、 草野清次と結婚 した 。 夫 に は 4 人の 子 ど も

が い て 草野 は こ の た め 園長を 依頼退 職、戦争中 に は 夫が

戦 死 す る な ど苦 難 の 時 期 に 遭 遇 す る。戦後 、 小林宗作の

招 き で 国 立 音 楽 大 学 附 属幼 稚園 の 主 任 に 迎 え られ 、次 い

で 同大 学 「幼 稚 園教諭養成 所 ユ で 教師 と して 保育者 の 養

成 に 携 っ た。公 立 系 幼稚園に 長 く勤務 して き た 草野 に と

っ て 私 立 幼稚園 は 多少肌 の あ わ な い 事 もあ っ た が 、研究

熱 心 な 彼 女 は 自然 環 境 を 大 切 に し園庭 に 草花 を 植え 、お

話 が上手で 声 の きれ い な 先生 と して 親 しまれ た。附 属 幼

稚 園 に は 草野 が 描 い た 紙 芝 居 が 今 も残 さ れ て い る。

★ 　倉橋惣 三 の 墓 碑 に 「育 て の 心 」 の 文句 を 刻 む

　多摩 霊 國 の 倉橋 の 墓 に 「自 ら育 つ もの を 育 た せ よ う と

す る 心。そ れ が 育 て の 心 で あ る ］ と彫 られ た碑 が あ る 。

堀合文子 （現
・
十文字幼稚園 主 事） の 談 に よ る と 「草 野

　し
先生 は 私 た ち の 大 先 輩 で 書 に す ぐれ て お られ た 」 と い うe

★ 　 「こ い の ほり」 の 作 詞 は草野 で は な か っ た か ？

　草野 が 晩年 、私 に 「こ い の ぼ り 1 の 作詞 は 自分 の 作品

で 選 ば れ て 5 円を 貰 っ た と 話 さ れ た 事が あ る。二 、三 の

人 もそ れ を 聞 い て い る が 間違 い だ った か ？

●

（註 1 ） 復 刻 「
’
大 正 ・昭 和 保 育 文 献 集 」 第 2 巻 「幼 稚 園

保 育 嬰 目」 別 巻 　 小 林 恵 子 解 説 　 日 本 ら い ぶ ら り 1979

後 列 石 か ら 二 人 目 が 草 野 京 、一
人 お い て 小 林 宗 作 園 長

（国 立 音 楽 大 学 附 属 幼 稚 園 　 昭 和 26 ．3）
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